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昭
和
五
十
六
年
度
の

町
政
を
進
め
る

考
え
方
に
つ
い
て

標
津
町
長
　
小

野

幸

昭
和

五
十
六
年
第

一
回
定
例
町
議
会

の
開
会

に
当
り
、

昭
和
二
十
六
年
度
予

算

の
編
成

に

つ
い
て
の
考
え
方
と
町
政

の
運
営
に

つ
い
て

の
考
え
方
を
申
し
述

べ
ま
す
。

現
下

の
諸
情
勢

は
、

国

の
内
外
、

あ

ら
ゆ

る
面

に
厳
し

い
時
代

で
あ

り
、

本

町

の
産
業

・
経
済

・
町
財
政

の
運
営
な

ど
も

困
難

の
状
況

に
あ
り
ま
す

。

こ
の

諸
情
勢

へ
の
対
応
を
誤
ま
ら
ず

、
町
づ

く
り

に
対
処
し
な
け
れ
ば
と
、

決
意
を

新
た

に
し
て

い
ま
す

。

今
後

は
、

町
民
意
章
　
町

づ
く
り
基

本
目
標
を
基
本
と
し

て
、

「
和

や

か

な

中

に
、

活
力

に
流
ち
た

・
温

か

い

ｏ
住

み
よ

い
町
」
を
築
く

た
め
輝
身

の
努
力

を
致
し
た

い
と
思

い
ま
す
。

地
場
産
業
の
開
発
と
観
光
振
興

先
す

、
産
業

の
充
実

と
安
定

に

つ
い

て
は
、

総

て

の
産
業
を
通
し

て
極

め
て

厳
し

い
今

日
、

そ
れ
ぞ
れ
が
、

自

ら
自

分

の
道

を
切
り
開
く
と

い
う
気
構
え
が

最
も

必
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
と
共
に
、

町
や
関
係
団
体

は
、

こ
の
難
局
打
開

の

た
め
姿
勢
を
正
し

て
立
ち
向
う

べ
き

で

あ

り
、

国
　
道

に
向

っ
て
も
姑
息
な
手

段

で
な

く
、

抜
本
的
な
救

済
対
応
策
を

講
す

る
よ
う
訴
え
る

べ
き

と
思

い
ま
す
。

本
年

、
特

に
力
を
入
れ
た

い
と
思

っ

て

い
ま
す

の
は
、

地
場
産
業

（特
産
品

）

の
開
発
と
親
光
振
興
で
あ
り
ま
す
。

町

の
勢

に
、

活
気
を
注
ぐ

た
め
の
糸

日
に

し
た

い
と
思

い
ま
す

の
で
、

町
内
関
係

機
関

の
積
極
的
な
協
力
を
望

み
ま
す
。

福

祉

の

は

を

忘

れ

な

い

生
き
た
福
祉
施
策
を

福

祉

と

医

療

の
充

実

に

つ

い
て

は

、

本

年

新

た

に

、

精

神

傷

害

者

医

療

費

助

ぐ

成
と
難
病
息
者

通
院
費

助
成
を
考

え
ま

し
た
。

本
年

は
、
「
国

際

障

害

者

年
」

で
あ
り
ま
す

の
で
、

そ

の
精
神
を
体
し

て
対
処
し
ま
す
。

医
療
問
題

で
は
、

標
津
病
院

の
医
師

体
制
を
中

心
と
し

て
改
革
し
ま
す
。

ま
た
、

歯
科
医
院

に

つ
い
て

も
、

町

民

へ
の
迷
惑
を
最

小
限

に
し
な

が
ら
、

根
本
的
改
善

を
進

め
て
居
り
ま
す
。

教
育

・
文
化
の
充
実
と

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を

教
育
　
文
化

・
体
育

に
関
す

る
施
策

に

つ
い
て
は
、

現
今

の
教
育

を
と
り
ま

く
諸
情
勢

に
鑑

み
ま
し

て
、

ま
さ
に
重

大

で
あ

る
と

の
認
識

に
立

っ
て
教
育
委

員
会

と
協
調
し
、

対

処
し

て
参
り
た

い

と
思

い
ま
す
。

予
算

の
中

で
は
、

施

設

の
整
備
、

教
師

の
研
修

、
生
活
環
境
、

こ
う

し
た
面

に
意
を
と

い
だ
心
算

で
す

が
、

標
津
中
学
校

の
増
築
を
ど
は
大

に

練
り
ま
し
た
。

文
化
施
策

の
面

で
は
、

引
き
続

い
て

「
ボ
ー
川
史

跡
自
然
公
園
」

の
開
拓

の

村
整
備

に
着
手
し

た

い
と
思

い
ま
す

。

な
お
、

社
会
諸
情
勢

と
本
町

の
実
情

か

ら
、

町
民

一
人

一
人

の
文
化
度
を
如
何

に
高

め
る
か
と

い
う
問
題

は
、

重
視
し

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
町
政

の
中

の
課
題

だ
と
思

い
ま
す
。

体
育
施

設
も

、
さ
き

に
体
育
館
や

ス

じ

′―ヽ

齢
ン
ン
戦
訓

町

で
は
四
月

一
日
か
ら
、

新
し
く
次

の
制
度
を
行

っ
て

い
ま
す
。

精
神
障
害
書
医
療
費
動
成
制
度

精
神
障
害

の
た
め
、

病
院
等

に
入
院

し

て

い
る
方

で
、

生
活
保

護
法
や
重
度

心
身
障
害
者

及
び
母
子
家
庭

の
医
療
費

助
成
な

ど
他

の
制
度

に
よ

る
医
療
費

の

助
成
を
受
け

て

い
な

い
方

の
医
療
費

の

三
割
を
助
成

し
ま
す

。
手
続
き

に
は
（

医
師

の
診
断
書
　
健
康
保
険
証

，
印
鑑

が
必
要

で
す
。

特
定
疾
患
憲
者
通
院
交
通
費
助
成
制
度

特
定
疾
患

（難
病

）

の
た
め
、

管
外

で

の
治
療

を
必
要

と
す

る
方

の
通

院

の

た
め

の
交
通
費

の
五
割
を
助
成
し
ま
す
。

手
続
き

に
は
、

通
院
証

明
書

・
健
康
保

険
証
　
印
鑑
が
必
要

で
す
。

詳
し
く
は
、

役
場
福
祉
謀
福
祉
係
、

電
話

二
局

二

一
三

一
番
ま
で
。

町
民
そ
ろ

つ
て
新
生
活
運
動
を

新
生
活
運
動

の
五

つ
の
提

唱
を
試

み
　
　
　
ン
タ
ー
を
こ
利

用
く
だ
さ

い
。

て
か
ら
五
ヶ
月

に
な
り
ま
す

。

こ
の
短
　
　
３
、

結
婚
祝
賀
会

の
本
来

の
姿
を
も
う

い
期
間

に
も
か
か
わ
ら
ず

、
町
民
み
な

　

　

　

一
度
健

か
め
て
み
ま
し

よ
う
。

さ
ん

の
ご
理
解
と

ご
協
力

の
も
と

に
効
　
　
　
　
案
内

は
、

親
し
い
範
囲
内
に
と
ど

果
を
あ
げ

つ
つ
あ
り
ま
す

が
、　

一
層

の
　
　
　

め
ま
し

よ
う
。

ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
す

よ
う

お
願

い
　
　

４
、

わ
祝
、

わ
見
舞
、

わ
返
し
な
ど
は

い
た
し
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
形
よ
り

も
ｂ
を

こ
め

て
。

提
唱
し

て

い
ま
す
事
項

は
、

次

の
と
　
　
　
　
気
軽

る
に
あ
見
舞
に
行

つ
た
り
、

お
り
で
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
祝

い
し
た
り
、

ま
た
、

お
礼
を
言

１
、

集
会
や
会
議
な
ど
の
開
会
　
閉
会

　
　
　
つ
た
り
し
ま
し
よ
う
。

の
時
間
を
守
り
ま
し
よ
う
。

　

　

　

　

　

５
、

葬
儀
に

つ
い
て
、

い
ま

一
度
者
え

２
、

「
も
の
を
た

い
せ
つ

に

す

る
」
と
　
　
　
て
み
ま

し
よ
う
。

と
も
に

「
も
の
を
汚
か
し
て
使
う
」
　

　

　

　

弓
華
料
、

供
物
対

の
方
法

を
者
え

こ
と
を
者
え
ま
し
よ
う
。

　

　

　

　

　

　

　

て
み
ま
し
よ
う
。

資
源
再
利

用

（
リ
サ
イ
ク
ル
）
セ

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

し

し
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ケ
ー
ト
リ

ン
ク
　

ス
キ
ー
場
な

ど
が
坐

備

さ
れ
て

い
ま
す

が
、

今
年

は
野
球
場

温
水
プ
ー

ル
が
完
成

予
定

で
す
。

大

い

に
活
用
さ
れ
る

こ
の
を
期
待
し
ま
す
。

喜

じ

や

す

い

環

境

の

整

備

町
民
生
活

の
環
境
整
備

に

つ
い
て
で

す

が
、

水
道

　
ご
み
　
し
尿

の
処

理

道

路
　
排
水
　
側
溝

　
除
雪
　
墓

地

公
佳
な

ど
町
民

の
皆

さ

ん
の
生
活

に
直

結
す

る
環
境

の
整
備

に
は
、　

一
層
細

か

い
気

配
り
を
致
し
ま
す
。

ま

た
　
町
全
　
部
落
全
活
動
や
防
犯

変
退
安

全
な
ど
に
も
配
慮

致
し
ま
す

が
、

町

の
美
化
清
潔

に

つ
い
て
町
民
各

位

の
特
段

の
ご
協
力
を
望

み
た

い
の
で

す
。ま

た
、
「

字
名

　
地
番
地
名

の
改
正
」

に
は
、

本
午

か
ら
本
格
的

に
取

り
組

み

ま
す

。
厳
し
い
時
代
に
対
応

す
る
諸
施
策
を

行
政
改
革

と
け
政

の
使
全
化

に

つ
い

て
は
、

改

め
て
申
す

ま

で
も
な

い
こ
と

で
　

回

い
決
意

で
臨

み
必
ず
実
効
を
あ

げ
る
よ
う

に
し
た

い
と
思

っ
て

い
ま
す
。

そ

の
ほ
か
　
と
両
、

力
を
入
れ
た
い
と

思
う
も

の
に
　

「
新
生
活
運
動

の
推
進
」

が
あ
り
ま
す
。

社
会

の
現
況
　
不
況

の

到
来

な
ど
、

こ
の
運
動

の
必
要
性

は

一

）

段

と
坤
し

て
居
り
ま
す
。

町
民
各
位

の

絶
大

の
ご
協
力
を
望

み
ま
す

。

次

に
、

「
就
職
問

日
の
拡

大

」

で
あ

り
ま
す
。

本
町

の
人

日
の
動
き
は
、

淋

し

い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

就
職
先

の
無

い
と

こ
ろ

に
、

人

は
定
住
し
ま

せ
ん
。

本
町

の
実
情

は
　
若
者

の
就
職

口
に
乏

し
く
、

中
老
年

の
方

で
も
職
を
求

め
て

い
ま
す
。

町
内

の
経
済
団
体

と
協

調
し

て
、

実
効

が
あ

が
る
よ
う

な
取
り
組
み

を
し
た

い
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
「

代
番

エ
ネ

ル
ギ

ー

対

策

」

に
も
、

引
き
続

い
て
対
処
を

い
た
し
ま

す
。大

に
、

昭
和
五
■
六
年
度
中

に
本
町

に
予
定

さ
れ
る
国

と
通

の
キ
業

に

つ
い

て
は
、

約
四
十
億
円
近

い
額

の
事
業

が

実
施
さ
れ
ま
す

が
、

特

に
待
望
し

て
居

た
次

に
あ
げ
る
も

の
が
、

実
現
す

る
こ

と

に
な

っ
て

い
ま
す
。

●
標
岸
橋

（第

二
）
が
、

昭
和
五
■
人

年
度
完
成
を
日
と

し
て
着

工
さ
れ
ま

す

。

●
標
津

漁
港
人

口
に
溜
ま
る
砂
を
防
ぐ

た
め

の
島

堤
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

●
標
津
高
校
特

別
教
室

の
増
築
も
予
定

さ
れ
ま
す
。

●
川
北
市
街
歩
道
設
置
　

●
ウ

エ
幼
稚

仔
保
育
場
造
成
　

●
海
岸
浸
食

防
止

次

に
、

当
面
す

る
謀
題
と
し

て
、

国

鉄
標
津
練
廃

止
問
題

は
、

お
陰
様

で
第

）

一
段

階

か

ら

除

外

さ

れ

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

皆

さ

ん

の

ご
協

力

に

、

お

礼

を

申

し

上

げ

ま

す

。

今

後

、

国

鉄

標

津

線

の
利

用

に

つ

い

て

、

協

力

を

お

願

い

致

し

ま

す

。

チ

ー

ス

エ

場

の

誘

致

と

サ

ケ

　

マ

ス

増

殖

墓

地

の

建

設

に

つ

い

て

も

、

引

き

続

き

粘

り

強

く

実

現

に
努

力

し

ま

す

。

標

津

駅

前

開

発

に

つ

い
て
は

国

鉄

の

こ

と

、

阿

寒

バ

ス
や

斜

里

バ

ス

会

社

と

の
関

係

も

あ

り

、

ま

た
　

観

光

の
拠

点

と

い
う

視

点

か

ら

近

く

成

突

を

得

て

、

関

係

の
皆

さ

ん

と

協

議

し

た

い

と

思

い
ま

す

。

野

付

半

島

に

水

道

が
敷

設

さ

れ

ま

す

。

標

津

　

別

海

両

町

に

ま

た

が

り

ま

す

し

、

住

民

も

両

町

で

二

十

人

戸

の
予

定

。

日

下

　

別

海

町

と

協

議

中

で

、

年

内

完

成

予

定

で

す

。

以

上

、

中

し

述

べ

て

参

り
ま
し

た

が
、

今

後

は

社

会

の
変

化

に

留

意

し

、

効

率

的

な

行

財

政

の
執

行

と

町

民

の
た

め

に
、

よ

り

開

か

れ

た

役

場

を

Ｈ

章

し

　

本

町

の
御

性

を

生

か

し

て

町

民

の
幸

稿

と

本

町

の

繁

栄

を

期

す

る

所

存

で
す

。

そ

の

た

め

に

は

　

広

く

町

民

の
声

を

聞

く

こ

と

に

努

め

　

議

会

は

勿

論

、

町

内

の
諸

機

関

　

諸

団

体

と

連

携

、

協

調

を

深

め

て

参

り

ま

す

。

皆

さ

ん

の

ご

理

解

　

ご
協

力

を

切

に

望

む

次

第

で

す

。

現
在

み
な
さ

ん
が
使

用
さ
れ

て

い
ま

す
被
保

険
者

証

（保

険
証

）
は
、

昭
和

五
十
六
年
四
月
三
十

日
以
降
使
用
で
き

ま
せ
ん
。

四
月

二
十
八
日
に
、

新
し

い
被
保
険

者

証
を
次

の
と
お
り
交
付
し
ま

す

の
で

お
受
け
取

り
く

だ
さ

い
。

地  区 場 Pj予 日寺 i倒

山 本 志 骨 Jと活 改 革 セ ン タ ー 午前 11,寺10分 ～午前1lHキ40分 まで

浜 末 志 骨 住 吉 町 生 活 鯖 午 FⅢll l“寺10分 ～午前1lW寺40分 まで

標 l g I市街 役 場 総 務 謀 窓 日 午お19口 寺00分 ～午後 4,寺30分 まで

イヂ 茶  イこ イナi茶 仁 部 落 会 航 午後 3時 50分 一午後 4料寺10分 まで

”
一

類 忠 類 生 活 館 午後 3時 00分 一午後 3‖寺30分 まで

浜 古 多 様 坂  口  孫  一  宅 午後 2時 40分 ～午後 2時 50分 まで

薫 森 別 案 落 セ ン タ ー 午後 2日寺00分 ～午後 2時 30分 まで

崎  無  果 1奇 無 異 部 落 会 館 午後 1時 20分 ～午後 1時 40分 まで

古 多様 全域 古 多様 生活改善 セ ン ター 午後 3時 30分 一午後 4時 00分 まで

イヒP耳Jし'票羊宮 北 標 津 林 業 セ ン タ ー 午後 2時 30分 ～午後 3時 00分 まで

サ! Jヒ全 域 '北 公 民 館 午後 1時 00分 一午後 2時 00分 まで

健康で□き 楽しい家庭をつくりましょう
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-8.6%増 の 緊 縮 予 算 一

今
年
第

一
回

の
町
議
会
定
例
会

が
、

二
月
七

日
か
ら
十
四
日
ま

で
の
日
程
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会

で
は
、

昭
和
五
十
六
年
度

の

「
一
般
会
計

」

「
国

民
健
康
保
険
特

別
会
計
」

「
病
院
事
業
会
計
」

「
簡
易

水
道
特
別
会
計

」

「
宅
地
等
達
成
特
別

会
計

」

「
町
民
保
養

所

特

別

会

計

」

「
下
水
道
特
別
会
計

」
な

ど
の
各
会
計

予
算
案

と
、

昭
和
五
十
五
年
度

の

■

一

般
合
計
」
・
「
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
」

「
簡
易
水
道
特

別

会

計

」

「
宅

地

等

造
成
特
別
会
計
」

の
補

正
予
算
案

が
提

出
さ
れ
た
ほ
か
、

「
町
職

員

の
定

数

条

例

」

「
特
別
会
計
条
例
」

「
国

民
健
康

保

険
条
例
」

「
地
域
休
養
施
設
等
設
置

条
例
」

「
町
管
住
宅
条
例
」
な
ど

の
改

正
、
「交

通
遺

児
等
就
学
金
条
例

」

「交

通
安
全
推
進
員
条
例
」

「
交
通
安
全
指

導

員
条

例
」

「
精
神
障
害
者
医
療
費
助

成
条
例
」

「
下
水
道

設
置
条
例
」

の
制

定
を
ど
二
十
七
件

が
提
案

さ
れ
、　

い
ず

れ
も
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

下
水
道
特
別
会
計
新
設

今
年
度

の
各
会
計

の
当
初
予
算

は
、

町
長
選
挙

の
た
め
、

い
ず

れ
も
骨
格
子

算

と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計

は
、　

一
部

の
継
続
事
業
を

含

め
て
、

総
額
二
十
億

一
千
八
百
十
万

三
千
円

で
、

昨
年

の
当
初

予
算

に
比

べ

一
　

　

　

　

　

　

タ

八
　
七
％

の
減

（内
訳

に

つ
い
て
は
別

表

で
掲
載

）
と
な

っ
て

い
ま
す
。

国
保
会
計

は
、

二
億

六
千
七
万

三
千

円

で
、

昨
年

に
比

べ

一
二
　

四
％

の
増

と
な

っ
て

い
ま
す

。

歳
入

の
主
な
も

の
は
、

回
保
税

の

一

億
五
千
七
百
八
十
三
万
四
千
円
、

国
庫

支
出
金

が
二
億

一
百
九
十
五
万
八
千
円

が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

歳
出

の
主
な
も

の
は
、

職
員
給
料
な

ど

の
総
務
費

が
九
百
七
十
五
万
二
千
円
、

療
養
費
や
高
額
医
療
費

、
助
産
費

、
葬

祭
費
な
ど

の
保
険
給
付
費

が
二
億
四
千

六
百
七
十
二
万
六
千
円

で
、

予
算

の
大

半
を
占
め
て

い
ま
す
。

標
津
病
院
事
業
会
計

は
、

四
億
四
千

八
百
五
十
二
万
七
千
円

で
、　

一
四
　
八

％

の
伸

び
、

歳

入
は
、

入
暁
や
外
来
患

者

の
治
療

に
よ
り
収
入
と
な
る
医
業
収

入
が
二
億

六
千
八
百
四
十

二
万
円
、　

一

般
会
計

か
ら

の
出
資
金

が
、

六
千
百
十

一
万
七
千
円
。

歳
出

は
、

医

師
な
ど

の
給
料

や
医
薬

材
料
な
ど

の
購
入
費

が
四
億

三
千
三
百

四
十
二
万
七
千
円

で
、

予
算

の
大
半
を

占

め
て

い
ま
す
。

同
病

院
は
、

入
暁
病
床
数

が
六
十
四

床
、

年
間

の
忠
者

の
取

扱

い
数
を
六
万

一
千
七
百
二
十
五
人

（
入
院
二
万

一
千

九
百
人
、

外
来
三
”
九
千
八
百

二
十
五

人

）
と
見
込
ん
で

い
ま
す
。

簡
易
水
道
事
業
会
計

は
、

二
億
百
九

万
九

千
円

で

二

二
　

三
％

の
伸

び
、

歳
入

の
主
な
も

の
が
、

水
道
を
使
用
す

る

こ
と

に
よ

っ
て
納
入
さ
れ
る
使
用
料

で
八
千
込

白
七
十

二
万
八
千
円
、

水
道

布
設

に
よ
る
負
担
金

な
ど
が

一
億
百
七

十
五
万
四
千
円
、　

一
般
会
計

か
ら

の
繰

入
金

が

一
千
六
十

一
万
七
千
円

で
す
。

歳
出

で
は
、

職
員

の
給
料

な

ど

の
給

務
費

が
三
千
百
八
十

二
万

二
千
円
、

水

道
施
設
費

が

一
億

二
千
八
百
四
十
万

二

十
円

、
公
債
費

が
四
千
三
十

一
万
二
十

円
。宅

地
等
造
成
特
別
会
計

は
、

九
千
四

百

万

円

で

一
七

一
　

二
％

の
伸

び
、

歳
入
は
、

土
地
売
払
収

入
四
千
八
百
四

十
万
円
、

宅

地
造
成
事
業
債

が
四
千
五

百
六
十
万
円

で
、

歳
出

は
宅

地
造
成
費

の
四
千
八
百
万
円
、

公
償
費

の
五
百
万

円
、　

一
般
会
計
繰
出
金

四
千
万
円
な
ど

と
な

っ
て

い
ま
す
。

下
水
道
特
別
会
計

は
、

今
年
度
新

設

さ
れ
た
も

の
で
、

歳

入
は
補
助
金

　
町

債
な
ど

で
二
億
七
千
三
百
四
十
万
円
、

一
般
会
計
繰
入
金

八
千
六
百
十
六
万
七

千
円
、

歳
出

は
、

職
員

の
給
料
な
ど

の

総
務
管

理
費

が

一
千
二
百
二
十
三
万
九

千
円
、

公
債
費

三
千

九
百
六
十
万
六
千

円
、

建
設
事
業
費

が
四
億

七
百
七
十

二

万
二
千
円
と
な

っ
て

い
ま
す

。

‐

し

じ

各 会 計 予 算 総 括 表

套― 本  年 度 前 年 度 当 初
一 般 奎 酎 30億 1810万 3千 円 33tt80604フ テO fF■

特  別  と  ヽ計 15,ほ6421万 5千 円 9億 1247万 3千 円

内
　
　
　
訳

国   保 3布ま6007フテ3 TP3 3イ意2038万 0千 円

病   院 4布ま4852フ ,7 TFE3 3 意ヽ9055万 8千 円

水  道 2億 0109万 9千 円 1イ意6441フテO fF3

下 水 道 4イ意5956万 7千 円

宅  造 9400フテO fF13 3465フ,9 TF弔

保 養 所 94フテ9 fFl 246フ了6 fF号

合  r t 453R3231フ テe FF■ 42わは1851フ5e TP3

自然を愛 し 美 ししヽ郷上をつ<り ましょう
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昭和56犠二般会計予算の状況

地 方 譲 与 税 2 議 会  費 1

衛 生  費 2

労 働  費 0

商 工  費 1

消 防  費 3

災害復旧費 0

諸 支 出 金 0

予 億  費 0

歳出予算内訳

自動車取得椛
交 付 金 ■2 %

交通安全対策
特,U交付金 01%

使用料及手数料 21%

財 産 収 入 0 6 %

金 00%

全 13%

金 00%

分担/1N及負lH令
70%

寄
繰
降
諸

ｍ
入

越
収

歳入予算内訳

％

％

％

％

％

％

区 分 本 年  度 前年度当初

町 税 4億4177万6千円 3億8595万3千円

地 方 譲 与 税 6000万0千円 5600万0千円

自動 車取 得税 交付金 3500万0千円 3905万0千円

交通安全対策特別交付金 200万0千円 100万0千円

地 方 交 付 税 12億9738万3千円 11憶3489万1千円

分 担 / f及 負 担 金 2億1204万2千円 亜63万1千円

使 用 料 及 手 数 料 6236万7千円 4582万2千円

回 庫 支 出 金 2億4229万6千円 4憶9354万8千円

道 支 出 金 2信01‐5万7千円 1億7028万6千円

財 産 収 人 1788万5千円 4771万8千円

寄 附 金 10万0千円 10万0千円

繰 人 金 4000万0千円 2000万0千円

繰 越 金 10万0千円 10万0千円

諸 収 人 7729万7千円 53倣万1千円

町 償 3億2810万0千円 7情71111万0千円

合  !Ⅲ 計 30億1310万3千円

区  分 本 年  度 前年度当初

議  会  費 5502万5千円 5536万5千円

総  務  費 1億6082万6千円 1億3705万0千円

民 生  費 1憶3332万9千円 1億5338万4千円

衛  生  費 8567万4千円 れ64万2千円

労 働  費 368万3千円 417万0千円

農林水産業費 5憶14打万6千円 4億磁03万9千円

商 工  費 3790万1千円 3212万8千円

土  木  費 4億α71万2千円 8億4317万4千円

消  防  費 1億1159万6千円 1倍0535万5千円

教 育  費 4億1176万6千円 3億8536万0千円

災害復 旧費 1948万0千円 3405万7千円

公 積  費 3億9946万9千円 3億3666万5千円

諸 支 出 金 278万8千円 204万6千円

給 与  費 0億6908万8千円 6億3860万5千円

予 備  費 1000万0千円 1000万0千円

合  計
+30使1810方3千円 33億0604万0千円

「5 たがしヽに動け合ぃ1暖かい社会をつくりましょう



第46錯 広 報 し べ つ 昭和弱年 4月 1日

今

年

度

の

主

な

事

業

今
年
度
実
施
を
計

画
し

て

い
る
事
業

に

つ
い
て
、　

一
部

掲
載

い
た
し
ま
す
。

（
補

助
事
業
）

●
団
体
菅
農
道
整
備
事
業

川
北
乙
基
線

、
川
北

西
二
号

、
川

北
西
四
号
、

川
北
東

二
号

、
川
北

商

二
線

●
道

路
鵠
装
事
業

標
津
市
街
西

二
条
　
西
五
条

●
防
衛
施
設
周
辺
障
害

防
止
対
策
事
業

排
木

路
整
備
　
五

一
〇

ｍ

●
河
川
改
修
事
業

シ

ェ
ラ

一
号

の

一
　

一
入
Ｏ

ｎ

●
公
営
住
宅
建
設
事
業

一
種
三
Ｌ
Ｄ
Ｋ
　
四
戸

●
伊
茶
仁

カ
リ
カ
リ
ウ

ス

遺

跡
買
上
事
業

　
九
三
ｈ

●
標
津
造
跡
郡
湿
原
保
存
修

理
事
業

（
単
独
事
業
〉

●
標
津
市
街
安
全
灯
整
備
事
業

水
銀
灯

　

一
七
基

●
児
童
遊
画
地
整
備
事
業

フ

ェ
ン
ス

（
川
上
町
　
弥
栄
町

）

●
ゴ
ミ
焼
却
処

理
施
設
設
計
委
託

●
公
有

林
整
備
事
業

植
栽

一
〇
ｈａ

保
育

一
二
三

・
七
七
ｈａ

●
沿
岸
漁
場
整
備
開
発
事
業

●
並
型
魚
聡
設
置
事
業

●
臨
時

地
方

道
整
備
事
業

●
学
校
施
設
整
備
事
業

忠
類
小
グ
ラ

ン
ド
整
備
、

上
古
多

様
小

・
求
別

小
中
枝
合
改
修
、

ポ

イ
ラ
ー
改
修

●
ボ
ー
川
史
跡
自
然
公
園
整
備
事
業

用
地
購
入
、

自
然

の
村
建
設
、

納

屋
建
設
、

あ
ず

ま
や
建
設

昭和56年度 常設保育所保育料一発表

し
尿
汲
み
取
り
料
金
の
改
正

四
月

一
日
か
ら

「
し
尿
汲

み
取
り
料

金
」

が
改

正
さ
れ
ま
す
。

今
ま

で
、

汲
み
取

り
量

一
リ

ッ
ト

ル

当

り
二
円
四
十
九
銭

の
個
人
負
担

で
し

た
が
、

燃
料

費
等

の
諸
物
価

の
高
除

に

よ
り
、

四
月

一
日
か
ら

一
リ

ッ
ト

ル
二

十

一
銭
を
上
積

み
し
、

二
円
七
十
銭

セ

な
り
ま
す
。

こ
の
改

正
に
よ
り
、

標
準
せ
帯

で
年

問
約
四
百

九
円

の
負
担
増
と
な

る
見
込

み
で
す

が
、

ご
理
解

と
ご
協
力
を

お
願

い
し
ま
す
。

(単位 円 )

区 分
保   育   掛

2才 児 3才 児 4才 児以上

紋 生 活保 譲 世 帯 0 0 0

町民税非課税世 帯 0 0 0

町民税均等割世 帯 3,71Xl 3,700

町 民税所得割 5,lX10円未満の世 帯 6,100 4,350

″   5,000円 以上 の世 帯 6,950 5,200 5,200

所得税額3,000円未満の世帯 7,600 5,850 5,350

″ 3,0011円 以上15,000円未満の世帯 9,400

″ 15,000円 以上30,OllC円未満の世帯 10,950 9,200 9,200

″ 30,Ollll円以上45,Otllllll未満 の世待 11,950 10,850 10,400

″   45,000円 以」と60,t l10日未拠 帯 13,750 12,650 12,109

″    60,000Hル 火」と75,000111】に浦奇¢う」L'岸 15,100 14,250 13,650

″    75,000111,大■901000P3,に椰韓の把些R岸 16,500 15,850 15,200

″ 90,Ol10円 以上105,Olltl円未満の背持 17,900 16,81Xl 16,100

″ 105,000円 以上120,K100円未満の世帯 19,300 17,750 17,000

″ 120,lX10円 以上135,000円未満の世待 21,400 19,550 18,750

″ 135,∞ 0円以上150,Ol10円未満の世帯 23,500 21,400 20.500

″    150,000111,オ」ヒ165,000Fl身に材町の1と科岸 25,500 23,250 22,250

″ 165,000円 以上180,000円未満の世帯 27,650 25,050 24,l100

, 180,tX10円 以上 195,tlllll円未満のせ 帯 30,0的 27,150 26,000

″   195,CXXl円 以 上 32,350 29,200 28,0く ゆ

bを 豊かにし 文化を高めましよう
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樋賑誰碕的
‐保限陶隅ビ

こ
の
分
も
よ
く
お
確

か
め
く
だ
さ

い
。

畜
大
登
録
を
／

［迦鱒ゆ誇詢球蔽附陥

四
月

は
、　

十
　

二
、

二
月
分

の
周

民

年
金
保
険
料

の
納
期

で
す
。

あ
な
た
は
、

も
う

お
納

め
に
な
り
ま

し
た
か
。

保
険
料

を
納

め
忘
れ

て

い
ま
す

と
、

万

一
の
事
故

の
と
き
、

障
害
年
金

や
母

子
午
金
な

ど
も
受
け
ら
れ
な

い
ば
か
り

で
な
く
、

将
来

、
老
締
年
金

が
受
け
ら

れ
な

い
こ
と
も
あ

っ
て
、

老
後
生
活

の

支
え
が
大
わ
れ
ま
す
。

い
ま

一
度

、
お
確

か
め
く
だ
さ

い
。

も
し
未
納
な
ら
ば
　
月
末
ま

で
に
必
ず

納

め
ま
し

ょ
う
。

な
お
、

去
年

の
四
月

か
ら
十
二
月
ま

で
の
保
険
料
を
滞
納
し

て

い
る
分
も
、

今
な
ら
ば
納

め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

エ
ー
プ
リ
ル
・フ
ー
ル

「
い

月

十
Ｈ

は

”

は

姉

」

―
―

と

い

っ
て

も

、

な

じ

み

の

な

い
言

葉

で

す

が

い
わ

ゆ

る

″
四

月

ば

か

″

つ
ま

リ

エ
ー

プ

リ

ル
　

ワ

ー

ル

の

こ

と

で
す

。

欧

米

で

は

オ

ー

ル

フ

ル

ー

ズ

デ

ー

（
卜
■

句
ｏ
Ｃ
】∽
ャ

∪
ゆ
こ

と

か

、　
エ
ー

プ

リ

ル

ワ

ー

ル

ズ

　

デ

ー

（
＞
胃

≡

「
８

，
，

じ
い
く
）

と

い
う

の

で

　

こ

れ

を

日

本

語

に

訳

し

た

の

が

「
万

８

節

」

と

い
う

わ

け

で

す

。

そ

し

て

　

エ
ー

プ

リ

ル
　

ワ

ー

ル
と

い
う

場

合

、

あ

ち

ら

で

は

四

月

一
日

に

か

つ
が

れ

た

人

の

こ
と

な
ふ

う

よ

う

で

す

。起

源

に

つ

い

て

は

い
ろ

い
ろ

い
わ

れ

て

い
ま

す

が
　

吉

は

　

新

年

と

い
え

ば

春

分

の

日

で

、

四

月

十
日

は

さ

ま

ざ

ま

な

春

分

の

行

事

の
最

後

の

日

で

し

た

。

そ

れ

が

十

六

世

紀

以

後

、

新

年

が

一

月

一
日

に

か

ゎ

っ
て

か

ら

も

、

音

を

し

の

よ

た

め

に

四

月

一
日

に

は

、

で

た

ら

め

な

贈

り

物

を

し

た

り

、

人

を

か

つ

い

だ

り

し

た

の

が

、

こ

の
行

い

の
始

ま

り

と

も

い
わ

れ

ま

す

。

い
ず

れ

に

し

て

も

、

罪

の

な

い

い
た

＞
０
≧

　

「
ｏ
Ｑ

ず

ら
で
人
を

か

つ
ぎ

、
ち
ょ

っ
と
悩
ま

せ
て
み
た
り
、

む
だ
走
り
を
さ

せ
て
楽

し
む
風
習

で
す

が
、

人
を
か

つ
い
で

い

い
の
は
午
前
い

だ
け

と

い
う
話
も
あ
り

ま
す
。

日
本

で
は
、

明
治
時
代

か
ら
知

ら
れ

て

い
た
よ
う

で
す

が
、

最
近

の
ヤ

ン
グ

に
は
　
あ
ま
り
人
気

が
な

い
よ
う
で
す
。

ク
リ

ス

マ
ス
や
母

の
口
な
ど
と
ち
が

っ
て
　
ブ

レ
ゼ

ン
ト
を
す

る
行
■

で
は

な

い
の
で
、

商
魂

た
く
ま
し

い
む
き

に

受

け
な

い
か
ら
で
し

ょ
う

か
。

ま
た
、

こ
の
日
は
　
学
校

が
奉
休

み
と

い
う

こ

と

に
も

原
因
が
あ
る
よ
う

で
す
。

フ
ラ

ン
ス
で
は
、

四
月

ば
か

の
こ
と

を

″
四
月

の
サ

パ

（
競

戸

と

い
う

と

か
。

日
本
語

の

「
サ
パ
を
読
む
」
と
関

係

が
あ

る

の
か
と
思

い
ま
し
た
が
、

こ

れ
は
は
や
ト
チ

け
で
、

四
月

の
サ
バ
は

や
す
や
す

と
釣
れ
る
か
ら
と

い
う
程
度

の
意
味
だ
そ
う

で
す
。

四
月

一
日
は
、

日
本

で
は
新
年
度

の

ス
タ
ー
ト

に
あ

た
る

日
。

と

こ
ろ
で
、

あ
な

た
は
″

か

つ
ぐ
人
″

そ
れ
と
も

″
か

つ
が
れ
る
人

″
，

国

民

年

金

の
保

険

料

に

、

四

月

分

か

ら

翌

年

の
二

月

分

ま

で

を

一
括

し

て

前

納

で

き

ま

す

。

こ
う

す

る

と

、

三

か

月

ご

と

に

納

め

る

手

数

も

は

ホ

け

ま

す

。

ま

た

、

保

険

料

も

、

分

納

な

ら

年

に

五

四

、

〇

〇

〇

円

で

す

が
　

前

納

す

る

と

五

二

、

七

〇

〇

円

と

　

一
　

二

〇

〇

用

の
制

引

き

が

あ

り

ま

す

。

撮
難
華
誘悩

六
十
歳
前

に
会
社

や
役
所
な
ど
を
退

職
し
た
人
は
、

そ

の
翌

日
に
、

同
氏
年

金

へ
加

入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

も
し
、

奥

さ

ん
が
ま

だ
国

民
年
金

に
加

入
し

て

い
な
け
れ

ば
、

ご

い
っ
し

ょ
に

手
続
き
を
し

て
く
だ
さ

い
。

こ
う
す

る
と
　
今
ま

で
加

入
し

て

い

た
年
金

と
国

民
年
金

の
加

入
期
間

と
が

つ
な
が
り
　
多

い
老
齢
年
金

が
受
け
ら

れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、

役
場
福
祉

課
国

民
年
金

係
二
局

二

一
三

十
番
内
線

一
一
二
番

に

お
問

い
合

せ
く

だ
さ

い
。

昭
和

九
十
六
年
度

の
畜
大
登
録
を
、

次

の
と
お
り
行

っ
て

い
ま
す
。

畜

大
を
飼

っ
て

い
る
方

は
、

期
間
中

に
必
ず
登
録
し

て
く
だ
さ

い
。

期
　
間

更
新

―十
四
月

一
日
か
ら
四
月
三
十

日

ま

で

の

一
か
月
間

新

規

日
四
月

一
日
以
降
、

随
時
受
け

付
け

て

い
ま
す
。

対
　
象

生
後
九
十

一
日
以
上

の
す

べ
て

の
畜

大

が
対
象

と
な
り
ま
す
。

登
録
手
数
料

更
新

　
新
規
と
も
、　

一
頭

に

つ
い
て

二
、

〇
〇
〇
円

で
す
。

登
録
場
所

役
場
　
総
務

課
戸
籍
住
民
係

登
録
は
以
上

の
と
お
り

必
す
し
な
け

れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、

も
う

ひ
と

つ
忘

れ
て
な
ら
な

い
狂
大
病
予
防

注
射

が
あ

り
ま
す
。

こ
れ
は
、

碁

と
秋

の
二
回
行

い
ま
す

が
、

第

一
回
め
は
五
月

に
予
定

さ
れ

て

い
ま
す
。

）

′

□ □ 匠

“月小ちの保崎‖ ユn,ぃてさます

子どもの夢を育て 平和な町をつくりましよう
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凹凹四il億1189万円のR手
各会計決算 まとまる

歳
入
・歳
出
の
状
況

昭
和

五
十
四
年
度

一
般
会
計

の
決
算

総
額
は
、

前
年
度

に
比

べ
、

歳

入
二
十

六
億
九
千
六
十
万
八
千
円
と

一
三
　

二

パ
ー

セ

ン
ト

の
伸

び
、

歳
出

で
も
三
十

五
億
七
千
九
百
五
十

一
方

一
千
円
と

一

二
　

四

パ
ー

セ

ン
ト

の
伸

び
を

み
せ
、

一
億

一
千
百
九
万
七
千
円

の
黒
字

と
な

り
ま
し

た
。

歳
入
の
あ
ら
ま
し

歳
入

の
主
な
も

の
は
、

町
税
等

の
自

主
財
源
が
八
億
二
十
三
百
六
十
七
万
二

千
円

と
二
二
　

三

パ
ー

セ

ン
ト
を
占
め
、

残

る
七
七
　
七

パ
ー

セ

ン
ト
は
、

国

や

道

か
ら

の
交
付
税

補
助
金
、

町
債

（借

入
金

）
な
ど
で
す
。

商
出
の
あ
ら
ま
し

歳
出

は
、

建
設
事
業
資

な
ど

の
投
資

的
経
費

が
十
九
億

一
千
百
九
万
三
十
円

と
全
体

の
五
三

・
四

パ
ー

セ

ン
ト
を
占

め
、

次

い
で
、

人
件
費

一
七
パ
ー

セ

ン

ト
、

補

助
費

八
　

九

パ
ー

セ

ン
ト
、

物

件
費

七
　

九

パ
ー

セ
ン
ト
、

公
債
費

の

七
　

二

パ
ー

セ

ン
ト
、

扶
助
費

二
　

七

パ
ー

セ

ン
ト
と
な

っ
て

い
ま
す
。

じ

じ
　
」

昭和54年度 各会計決算総括表

▲
〓 計 名 由 入 歳 出 差

般 会 計 36布ま9060/」8 fF3 35億 7951万 1千 円 ユ1ま1109フテ7 T IJ

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 2億 8875万 7千 円 2億 9302万 5千 円 △    426万 8T円

衡 易 水 道 特 別 会 計 11意5716万 7千 円 1億5 7 1 6万7千 円

漁村集落団地等造成特 別会計 2065万 6T円 1960万 1 千 円 1 0 5万5千 円

町 民 保 養 所 特 別 会 計 240万 8千 円 526'テ 6 TFl △   285'テ 8 fr日

病 暁 事 業 全 計 3億 8342万 5千 円 3億 7369万 0千 円 973万 5千 円

8 t 45aほ4302フテl fF3 443億2826フテO fP3 1億 1476万 '千 円

一般会計の歳入 ・歳 出の内訳

最 入 性 質 ,り 虚 出

区 分 決 算  類 君,月,とし 区 分 決 算 額 18月陀とし

町 税 4億 6926万 4 flコ 12 7%

消

費

的

経

費

人 件 費 61意0798ラテ2千 円 17 02ち

地 方 譲 与 税 6091万 6千 円 1 6% 物 件 費 2億8 4 8 7万7千 円 7 9 %

自 動 車 取 得 税 交 付 金 37067J9千 円 10% 維 持 補 修 費 4724万 7千 円 13%

交通安 全対策特別交付 金 98り,6千 円 扶 効 費 9703ラテ6 TF13 2 7%

地 方 変 付 税 10億 5405万 0千 円 28 6夕ち 補 助 費 等 31意1726万 9千 円 8 9%

分 担 金 及 負 担 金 6029万 9f円 16% ガヽ 計 1 3億5 4 4 1万1千 円 37 8%

使 用 料 及 手 数 料 4028万 4f円 11% 投
資
的
経
費

普通建設事業費 1 8 1意3 8 7 1万3千 円 51 4%

国 庫 支 出 金 5布ほ1997万 4T円 141% 災害復i口事業費 7238,テO fFIl 2 0%

道 支 出 金 3布餃0954フ,O flll 84% /1ヽ 計 19は 1109万 3千 円 53 4%

財 産 収 入 8517フ'2 fFtl 2 3%
そ
　
　
の
　
　
他

公 債 費 2億 5656万 7千 円 7 2%

寄 町 念 1468フ,6 TIFl 04% 積 立 金 1623万 8千 円 04%

繰 越 金 74575ヽ 2T円 20% 貸 付 金 2413フテ9 fFIl 07%

話 人収 7939万 6千 円 2 2% 投 資 及 出 資 金 362万 6千 円 0 1 %

町 債 8イ意8440万 0千 円 24 0フち 繰 金出 1343ラテ?TFl 0 4%

/1ヽ 計 3億 1400万 7千 円 8 8%

合 計 36aほ9060フテ3 fFl 100 0% l t 35億 7951万 1千 円 100 0%
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町
税
の
状
況

そ

れ

で

は

、

み

な

さ

ん

が

納

め

て

い

る

町

税

の

状

況

は

ど

う

で

し

ょ
う

か

。

収

入

は

、

四

億

六

千

九

百

二

十

六

万

四

千

円

で

、

前

年

比

一
二

　

一
パ
ー

セ

ン
ト

の
伸

び

と

な

り

ま

し

た

。

一

町
税
の
内
訳

夕 本 コ 消 費 れ 2 9 4 7万 2千 円 6 3 %

電   気   税 1 2 4 6万 1千 円 2 7 %

木 材 5 1取 れ  1 3 6方 7千 円 0 3 %

軽 自 動 車 れ  8 2万 7千 円 0 2 %

入   海   税  9 2万 8千 円 0 2 %

特 別 土 地保 有税  6 1万 9千 円 0 0 %

耐
筈

「
ほ
う

び
を
あ
げ
る
か
ら
…

」
と
言

っ
て
子
供

に
用
事
を
頼

ん
だ
り
、

勉

強

を
さ
せ
よ
う

と
す

る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

逆

に

「
言
う

こ
と
を
き

か
な

い
と
何

も
買

っ
て
あ
げ
ま

せ
ん
よ
」
な
ど
と
し

か
る
場
合
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

親

に
し

て
み
れ
ば
、

子
供
を
励
ま
そ

う
と
、

あ

る

い
は
自
分

の
言
う

こ
と
を

き

か
せ
る
た
め
、

お
金

や
品
物
を
賞

罰

に
利

用
し

て

い
る
と

い
え
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、

こ
う

し
た

″
習
慣
″
が

続
く

と
、

子
供

は
お
金

や
品
物
を
目
あ

て
に
お
手
伝

い
を
し
た
り
、

勉
強
を
す

る
よ
う

に
な
り

が
ち
で
す
。

幼

い
子
供

に
は
、

良

い
事
を
し
た
と

か
約
束
を
き
ち

ん
と
守

っ
た
と

い
う
理

由

で
　

ほ
う

び
を
与
え
る

こ
と
も
必
要

で
す
。

子
供

が
何

か
を
成
し
遂

げ
た
と
き

、

タ
イ
ミ

ン
グ
よ
く

ほ
め
て
や

っ
た
り
、

ほ
う

び
を
与
え

る

こ
と
は
、

次

の
行
動

へ
の

″
刺

激
剤
″
と
し

て
非
常

に
効
果

が
あ
る
も

の
で
す
。

し
か
し
、
「
ほ
う

び

を

や

る

か

ら
、

こ
れ
を
し
ろ
」
な
ど
と

い
う

や
り
方

は

好
ま
し

く
あ
り
ま

せ
ん
。

こ
れ
が
高

し

て
く

る
と
、

ほ
う

び

の
品

が
気

に
入
ら

な
か

っ
た
り
、

も
ら
え
る
約
束

が
な

い

と
何
も
し
な

い
と

い
う

こ
と

に
な
り

か

ね
な

い
か
ら
で
す
。

ほ
う

び
は
、

お
手
伝

い
や
勉
強
な
ど

何

か
を
さ

せ
る
手
段

に
す

る

の
で
は
な

く
　
困
難

に
打
ち
勝

っ
た
と
き

の
記

念

と

い
う

よ
う
な
意

味
あ

い
で
、

し
か
も

な
る

べ
く
品
物

で
与

え
る
よ
う

に
し

た

い
も

の
で
す
。

別

に
高

価
な
品

で
な
く

と
も
、

親
と

子
供

の
生
産

の
思

い
出

と
な
る

こ
と
が

で
き

た
ら
、

最
大

の
贈
り
物

と

い
え
る

で
し

ょ
う

。

町民 1人 及び 1世 帯 当 りの負担額

区   分 1人 当 り 1世 帯 当 り

町  民  税 41,620FEl 143,527円

回 定 資 産 税 14,8291コ 51,137F13

タパ ヨ消費税 3,926円 13,5441コ

電  気  税 1,661,11 5ャ 26円

そ  の  他 499円 1,719円

合  l t 62,633F弓 215,653Fl

(ま総人口 構 世併でtn1 9だした額です)

3は 1231万

4千 円

66 6%

③
①
⑤

人

口
の
老
補
化

に
伴

い
　

成
人

病

は
ま
す

ま
す
増
加
し
て
き

て

い

ま
す

。
当
町

の
死
因
順
位
を

み
て

も
、　

一
位

は
心
疾
患

、
二
位
悪
性

新

生
物
　
三
位

脳
血
管
疾
忠
　
四

位
不
感

の
事

故
、

五

位

老

衰

と

な

っ
て

い
る
。　

一
位

か
ら
■
位
ま

で
成
人
病

で
占

め
ら
れ
て
お
り

そ

の
死
亡

に
お
け

る
成
人
病

の
割

合

は
高

く
七
二
　

五

パ
ー

セ
ン
ト

と
な

っ
て

い
る
。

ま
た
、

国
民
健

康
保

険
請
求

の
資
料

に
よ
る
疾
病

状
況
を

み
て
も
、　

一
位

悟

環

器

疾

憲

（高

血
圧
　
虚
血
性
心
疾
患
、

脳
血
管

疾
思

）、
十
一位
消
化
器

、　
二
位
呼
吸
器
と

を

っ
て

い
る
。

成
人
病
検
診

の
受
診
率

が
当
町

で
は

低
く
、

住
民
検

診
率

の
三

一
パ
ー

セ
ン

ト
を
下
廻

っ
て

い
る
。

ど
う
し

て
受
診

し
な

い
か
の
問

い
に
、

「
検

診
を

受

け

る

こ
と

に
よ
り
、

健
康

と
思

っ
て

い
る

の
に
病
気

が
発
見

さ
れ

る
か
ら
」

「
い

そ
が
し
く

て
検
診
を
受

け
れ
な

い
」
と

の
答

で
あ
る
。

検
診
を
受
け
る

こ
と
に
よ
り
、

疾
病

の
早
期
発
見
と

い
う
役
割

と
自
分

の
意

識

だ
け

で
は
発
見
で
き
な

い
も

の

が
発
見
さ
れ
る
と

い
う

こ
と
と
、

一
回
だ
け

の
検
診

で
終
ら
ず

、
毎

年
受

診
す

る

こ
と
が
大
事

で
す
。

検

診
を
続
け

て
受
け

る

こ
と
に

よ
り
、

自
分

の
体

が
ど
う
変

っ
て

き

た
か
を
把
握
し
、

将
来
像
を
考

え
な
が
ら
、

ま

た
、

経
過
を
見
な

が
ら

日
常

の
健
康
管
理
を
し

て
ゆ

く

こ
と

が
、

も

っ
と
も
大

切

で
は

な

い
か
と
思

い
ま
す
。

―

役
場
保
健

婦
―



広
報
じ
べ
つ
の
表
紙
写
真
を
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
ま
す
。

＜
わ
し
＜
は
、

町
民
課
知
ら
せ
聞
＜
係
ま
で
。

4月 の 不 燃 物 収 集

剣 69号              庄 玉 菊 民 じ  ハく つ           昭 和56年4月 1日

4・5月 の健康 相 談 日

お誕生

おめ で とう
続柄 子 の名  住  所

刀ヽ 岩   巌  茶 志 有 志 志

骨 骨

町
保
健
課
で
は
、

各
地
区

で
の
健
康
相
談
の
ほ
か

一
昨

年
十
二
月
か
ら
実
施
し
て
い

る
　
役
場

（基
幹
案
落
セ
ン

タ
ー
）
の
健
康
相
談
室
を
会

場
と
し
た

『
全
町
対
象
の
健

康
相
談
」
は
、

次
の
日
程
で

行
い
ま
す
。

時
間
は
、　

い
ず
れ
も
午
前

十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
で

す
が
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◎
健
康
相
談
日
◎

▽
四
月
　
　
一三
日
０

▽
四
月
　
十
七
日
０

▽
五
月
　
　
一
日
働

０
収
楽
日
程
０

▽
四
月

一
日
仰

川
北
市
街
地
区
　
伊
茶
仁

忠
頼
　
浜
古
多
様
　
薫
別

崎
無
果
　
古
多
様
市
街

▽
四
月
二
日
内

新
川
上
町
　
川
上
町

栄
　
　
町
　
緑
　
町

弥

栄

町

▽
四
月
三
日
０

本
　
町
　
鳩
ヶ
丘
町

双
葉
町
　
桜

木

町

佳
吉
町
　
東

浜

町

四
月
は
、

以
上
の
回
柱
で
、

撚
え
な
い
ゴ
ミ
の
収
栄
を
行

い
ま
す
の
で
　

一
般
の
ゴ
ミ

と
区
別
し
て
お
出
し
く
だ
さ

い
。

―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
―

児
重
遊
園
地
数
地
を
寄
付

崎

無

央

の
今

町

武

右

衛

門

さ

ん

会

じ

は

「
崎

打

其

の

児

並

透

園

地

壊

地

と

し

て

」

と

　

土

地

六

人

五

　

人

一
平

方

メ

ー

ト

ル
を

青

付

さ

れ

ま

し

た

。

崎

無

実

児

童

遊

園

地

は

　

昭

和

五

十

三

年

五

月

に

設

置

さ

れ

ま

し

た

が

、

土

地

は

、

今

野

さ

ん

か

ら

無

慣

で

借

り

て

い
た

も

の

で

す

。

町

で

は

、

今

後

も

こ

の
児

童

遊

園

地

を

整

備

し

、

子

供

の
安

全

な

遊

び

場

と

し

て

活

用

さ

モ

て

い
た

だ

き

ま

す

。

『
完
全
参
加
と

平
等
』

国
際
障
害
者
年

こ
と
し
は
「

国
際
障
害
者
年

」
で
す
。

こ
れ
は
、

リ

ビ
ア

の
同
連
大
使

が
各
国

に
呼
び
か
け
　
回
達

総
会

で
決
議
さ
れ

た
も

の
で
　
障
害
を
持

つ
人

の
社
会

ヘ

の

″
完
全
参
加

と
平
等

″
を
テ
ー

マ
に

し

て

い
ま
す
。

「
参
加
」

と
は
、

障
害
者

が
社
会
生

活

に
参
加
す

る

こ
と
　
社
会

の
発
展

に

貢
献
し

て

い
く

こ
と
を

意

味

し
、

「
平

等

」
と
は

　

一
般

の
人
と
同
じ
生
活
を

送

る

こ
と
、

社
会
経
済

の
発
展

に
よ

る

利
益
を
平
年

に
受
け

る

こ
と
を
意
味
し

て

い
ま
す

。〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

畠

的柳 谷 芳 文 3男 竜 也  桜 木 町

笹 木 純 栄 2男 祐 樹  北 標 津

近 藤  献  一  長 女 史  子   栄   町

長 谷  英  世  長 女 英  美   桜 木 町

欄  い

つ

岳 墓 と に

大の氏名    要 の氏名   住  rr

大 イ「 ■|  イ 井 典 子 茶 志 骨

F f  ケ 十 ‐ 高 橋 地 子 桜 木 町

～
社
会
福

祉
協
議
会

へ
～

◎
香
奥
返
し
を
廃
し

▼
大
　

石
　

ハ
　

ル
　
　

茶

▼
徳
　
橋
　
　
　
英
　
　
茶

交
通
遺
児
に
就
学
金
ガ

支

結

さ

れ

ま

す

町

で
は
、

五
十
六
年
度

よ
り
、

交
通

遺
児

又
は
、

室
度
後
遺
障
害
者

の
子
弟

が
　
小
学
校
　
中
学
校

及
び
、

高
年
学

校

に
入
学
す

る
と
き

に
、

就
学
金
を
支

給
し
ま
す
。

洋
し
く

は
、

役
場
町
民
課
交
通
防
災

係
　
電
話

二
局

工

一
三

一
番
内
線

一
三

六
ま

で
。

対

輛

協
”
帥

Ｘ
申

名

乃

氏

―一一―――――一―――一―
コ 人のうごき

《棟津町だより》
NHK総 合テレビジョン

く午前8時 1 4分から〉

NHKラ ジオ釧路第 1放送
〈午後3時56分から〉

4月 2日
4月23日

夏標津町の話題をどを放とします。

L _ _ _ _ _ _ _ _ _― ― ― ――J

無事故へのねがし

く2月末g現在〉

世帯数2,192世帯( 1)

ハ 日7,446人 (△11)

男 3,733人  (△ 5)

女 3,713人  (△ 6)

漕t)内は前月比

０

　
０

　
０

件

人

人

件

人

０

　

０

　

０

　

１

　

１

0人 (

2 )

0 )

3 )

2月 の交通事故

死  者

傷  者
56年の事故黒計

死  者

傷  者
()よ昨年同期を示す。

）
　
　
）

町技…剣道 町木…ななかまど 町花…Ⅲよまなす


